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６月に入りました。月や学期の節目とは別に、学校生活では大きな行事や重点的な教育活動を

節目に「節」というまとまりを設定し、教育活動のうねりを創ろうという取り組みが多くの学校

で行われています。本校でも１年間を５節に分け教育課程を編成しています。 

５月２６日（木）に１学期中間テスト、節集会が行われ、翌２７日（金）から８月１７日（木）

までの２節がスタートしました。節集会で子どもたちには下のような話をしました。 

  

（前略）２節のテーマは「挑戦」です。１年生はふるさと探訪があります。２年生は職場体験があ

ります。３年生はこれまでの部活動の集大成となる地区総体、吹奏楽コンクールなどがあります。運

動会に向けた準備も始まり、リーダーとしての役割が期待されます。６月末には期末テストもありま

す。そんな２節、あなたは何に挑戦しますか？ 

テーマを意識し、皆さんに頑張って欲しいことがあります。それは目標（自分の理想の姿）を掲げ

て、それを達成するための基本的なルーティンを身につけて欲しいということです。参考にして欲し

いのは、多分今、まだ誰も成し遂げていないこと、理想の自分の姿に「挑戦し続けている人」の一人、

大谷翔平選手の目標達成に向けたルーティンです。 

（シートを示し）これは大谷選手が高校時代に書いた目標達成シートです。中心にその時点で考え

る最終的な目標・理想の自分の姿を記入します。その周りにその目標を達成するために身につけなけ

ればならないと考える力、習慣を８つ書き出します。さらにその周りに８つの力、習慣を身につける

ための具体的行動を８つ書き出します。そして、常にこのシートに記入したことを意識し、修正を加

え、大谷選手は自分に挑戦し続けました。そして今、高校時代に立てた目標を超える存在になったと

言っていいでしょう。世界最高、史上最高の野球選手の一人として周りから認められる存在となった

今、大谷選手の頭に中にはどんな理想の自分が描かれているのでしょう。 

大谷選手のようになることは難しくとも、その取り組みに学ぶことはできると思います。このルー

ティンの良さは次の３つだと思っています。 

① 「見える化」することで常に目標を意識できる（目標が絵に描いた餅で終わらない） 

② 目標達成までの道筋が分かる（具体的に何をするか。次は何をするか） 

③ 達成できたことをチェックすることで、自分の達成度合いを明らかにできる。 

是非、参考にしてみてください。２節も、３７９人の元気な姿、本気の取り組み、輝く笑顔をたく

さん見ることができることを楽しみにしています。頑張りましょう。 

※その後、現２年生と３年３組は昨年度前齋藤校長先生と一緒に、このシートを使った学習をしたこ

とを聞きました。先んじて意識化、実践を期待します。 

 

各部から大会結果報告 
節テーマの掲示 



                                                       

校長室より① 

 

※約１ヶ月に渡った酒田市体育大会も終了しました。次は地区総体です。 

節の話に関する掲示 

４月から六中にお世話になり、２ヶ月が経過しました。コロナ禍の影響もあってＰＴＡ総会

は３年連続で紙面開催となり、保護者の皆様に直接お話をさせていただく機会を持つことはか

ないませんでした。同様の過去２年間、前任校では、学校便りを通して子どもたちの頑張りや

学校の様子をお伝えするだけでなく、学校教育に関わる様々な動き・情報や学校として考えて

いること、少しでも子育ての参考になるかなと思う話題や書籍の紹介等を、学校便りとは別に

「校長室通信」として発行して参りました。六中でも同様の考えのもと「校長室より」というタ

イトルで適宜学校便りの中で取り上げさせていただきます。本日はその１回目です。 

今回は左の本を紹介します。本校の養護教諭の五十嵐先

生から教えていただいた本です。タイトルからすると小学

校までの保護者向けの本とお思いになる方もいらっしゃる

かもしれませんが、けっしてそんなことはありません。 

本書では「指示待ちっ子が育つ親の言葉がけ（考え方・行動・

生活スタイル等）と「自分からやる子が育つ親の言葉がけ（同）

を見開きで対比し、分かりやすく示しています。 

「自分の思いが子どもに届いていないなあ」、「自分の言葉

がけはこれでいいのかしら」、親であれば誰しもが悩むこと

だと思います。そんなときに親自身が自分を振り返るヒントが

満載です。 

私自身、子育てでは失敗したなあと思うことがたくさん

あります。もっと早くこの本を読んでいればなあと思い、

読ませていただきました。「親」を「教師」に置き換えて考

えたときに、我々の生徒への言葉がけ、対応の仕方の参考

になるのでは思い、教職員にも紹介したところです。 

興味ある方、お子さんを通じてでもお声がけいただけれ

ばお貸しいたします。 

地区総体の前哨戦 各部の頑張りその３ 

〈酒田市体育大会〉水泳部（３位まで記載） 

 ○１位 ・男子総合  ・女子４００ｍメドレーリレー ・男子４００ｍメドレーリレー 

・女子４００ｍフリーリレー（第１泳者：髙橋茉優さん 大会新） 

     ・女子４００ｍ自由形（佐藤光莉さん）  ・男子４００ｍ自由形（佐藤壮祐さん） 

     ・女子２００ｍ背泳ぎ（佐藤まりなさん） ・女子１００ｍバタ（渡部 鈴さん） 

     ・男子２００ｍバタ （前田凌佑さん）  ・男子２００ｍ平泳ぎ（廣瀬天雄さん） 

     ・女子２００ｍ個人メド（髙橋茉莉優さん）・男子１００ｍバタ（前田凌佑さん） 

     ・男子１００ｍ平泳ぎ（長屋慶人さん） 

○２位 ・女子総合  

    ・女子２００ｍ平泳ぎ（栄田柚菜さん）  ・女子１００ｍ平泳ぎ（栄田柚菜さん）  

・女子１００ｍ自由形（伊藤妃奈子さん） ・男子４００ｍフリーリレー 

○３位 ・女子２００ｍ自由形（佐藤光莉さん）  ・男子２００ｍ自由形（五十嵐永真さん） 

・女子１００ｍバタ （渡部 鈴さん）  ・男子１００ｍバタ （小野寺健斗さん） 

    ・男子１００ｍ平泳ぎ（廣瀬天雄さん） 

※競技順。バタ＝バタフライ。 


